
 

 

 図 書 だ よ り   

 

 

図書委員会企画「ヨムベカフェ」 

昨年度から実施している図書館カフェを「ヨムベカフェ」と命名し、図書委員

会活動として企画し、第１回目を１０月中旬に実施しました。準備から当日、事

後の反省までの活動の様子を紹介します。 
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第 ５ 号 

令和７年１２月２日発行 

９月１８日委員会活動の話

し合いより、ヨムベカフェにむ

けての役割分担（ポスター作

成、本クイズ出題など）をし

ました。   

図書委員（小５齋藤蒼騎さん）

制作のポスター 



１０月１４日昼休み「ヨムベカフェ」 

ほっとするコーヒーや紅茶などとお菓子を味わいながら、本クイズで盛り上

がりました。本クイズは次の２問が出題されました。 

Ｑ 「春はあけぼの…」この本のタイトルと季節は何でしょう？ 

Ｑ 私が最近借りた触る絵本が図書館にあります。ふわふわしています。何

のふわふわでしょう？ 

  参加者が答え、さらに１問目のクイズの他の季節の一節の紹介もあり、終始

和やかな雰囲気でした。 

 

 

 

 

 
 

１０月３０日委員会活動「ヨムベカフェ」の反省 

「限られた時間内でのカフェだから効率的に飲み物を提供した方がいい」、

「本のクイズに加えて、本棚紹介もいい」など、次回以降工夫したりできそうな

意見が出ました。この改善点を反映して、次回の「ヨムベカフェ」の準備に取り

かかっています。 

図書委員のおすすめ本紹介  

『変な間取りのまちがいさがし』   

  古賀良彦 監修・文響社 刊 

推薦者：図書委員 小５ 齋藤蒼騎さん 

この本には、いろいろな家の間取りがのっていま 

す。間取りを見て、まちがいを探したり、変な間取り 

を見つけたりする内容です。間取りをよく見ると、ト 

イレにドアがなかったり、バルコニーの外に洗面台 

がついているなど、「なんでここにこれがあるねん！」 

とつっこみたくなるような間取りがついていて、とて 



もおもしろいです。ぼくは、へんなところを見つけてつっこみを入れるのが好き

です。文字が大きくて、色がたくさん使われていて、線が太いので、とてもわか

りやすいと思います。 

この本は、だれかと一緒に見て、ゲームのように楽しむのがおすすめです。ぜ

ひ、みなさんもこの本を楽しんでみてください。 

新刊紹介         『弱視者生活いろはにほへと』 

日本弱視者ネットワーク 著・読書工房 刊 

 はた目には分かりづらい見えにくい人たちの日常あり

がちな行動を表現した川柳の本です。サイズは大型カ

ルタに似せた、持ちやすい大きさ（Ａ５版）で、左ページ

に川柳と解説文、右ページに絵札イラストを掲載し、見

開きで見ることができるようになっています。ページの

左隅にはＱＲコードがあり、読み込むとテキストデータ

で読むこともできます。思わず、「そう！あるある！この状

況。」と声を漏らしてしまう川柳が満載です。  

                     『バスドライバーのろのろ日記』 

                       須畑寛夫 著・三五館シンシャ 

様々な職業に就いている人たちの日常を嘘偽りなく 

掲載した「ドキュメント日記シリーズ」の一冊。４０代後 

半で、昔から憧れだったバスドライバーに転身した高校 

教師の悲喜こもごものエッセイです。普段利用している 

バスの運転手さんの心のひだが読めるかも！？ 
 

『徒手検査インパクト イラストで楽しく学ぶ！』 

      原田晃 著・医道の日本社 刊 

かわいらしいイラストで楽しく学べると好評の「イン 

パクト」シリーズ。検査が得意な男の子「けんちゃん」 

が、徒手検査法の動作、注意すべきポイントなど解説 

してくれます。 

              図書室「ヨムベ」には、この他、「マッスルインパク 

ト」「経穴インパクト」「神経インパクト」もありますよ。  


